[bookmark: _Hlk234573619]○○○○○規約認定地域クラブ活動規約（例）
※○○○○○は、
認定地域クラブ活動名を
記入してください。


（名称等）
第１条　当クラブは、○○○○○（以下「当クラブ」という。）と称し、事務局を赤穂市△△△△町△△△△番地△△に置く。
（目的）
第２条　当クラブは、□□□□（※□□□□は種目名《例：陸上競技、吹奏楽》を記入する。）を通して、青少年の社会性の向上や個性の伸長を図り、また、赤穂市認定地域クラブ活動団体の設置及び運営等に係るガイドラインの趣旨を踏まえ、青少年の健康や安全に配慮した適切な指導を行い、青少年の心身の健全な育成に資するとともに、生涯にわたってスポーツ（※または文化芸術）の持つ楽しさを学び、親しむ態度を育むことを目的とする。
（会員）
第３条　当クラブは、□□□□（※□□□□は種目名《例：陸上競技、吹奏楽》を記入する。）に参加を希望する中学校１年生から中学校３年生までの生徒及びその保護者、中学生以外の年齢層の参加者（※クラブの参加対象に「中学生以外の年齢層の参加者」を想定していない場合は、この箇所を削除してください。）と指導に当たる成人等で構成する。
（入会）
第４条　当クラブへの入会は、入会希望者本人とその保護者の連名による申込書の提出をもって行い、入会後は当クラブが定める本規約等を遵守しなければならない。
（退会）
第５条　当クラブを退会しようとする者は、前もって代表者に申し出なければならない。
（活動費）
第６条　当クラブの活動費は、会費、補助金、寄付金、その他の収入をもって充てる。
（役員）
第７条　当クラブには、保護者と指導に当たる成人等の中から次の役員を選任する。但し、赤穂市暴力団排除条例（平成２４年赤穂市条例第１１号）第２条に規定する暴力団、暴力団員又は暴力団密接関係者に該当するものを、役員に選任することはできない。
　⑴　代表者　１名
　⑵　副代表　○名
⑶　指導者　必要人数各役員の役職名や人数は、各クラブの実情に応じた内容を規定してください。

　⑷　会計　○名
　⑸　監事　○名
　⑹　その他必要と認められる役員　若干名
（役員の職務）（※役割分担について規定してください。）
第８条　当クラブの役員は、次の各号に掲げる職務を担う。
　⑴　代表者は、当クラブを代表し、会務を総理する。
　⑵　副代表は、代表を補佐し、代表に事故あるとき又は代表が欠けたときは、その職務を代理する。
⑶　指導者は、技術指導をはじめ練習計画の作成など、活動の全体指導を行い、就任に際しては赤穂市認定地域クラブ活動指導者登録申請書兼誓約書を提出しなければならない。
　⑷　会計は、当クラブの会計事務を統括する。但し、他の会務を兼務することはできない。
　⑸　監事は、会計及び活動全般を監査する。但し、他の会務を兼務することはできない。
（役員の任期）
第９条　役員の任期は１年とし、再任を妨げない。
２　役員に事故あるとき、又は役員に当クラブの目的達成を阻害する言動等が見られた場合には、その職を解き、補欠による役員を置くことができる。
３　補欠による役員の任期は、前任者の残任期間とする。
（会議の種類）
第１０条　当クラブには、次の会議を置く。
　⑴　総会　当クラブの会員をもって組織する。
　⑵　役員会　当クラブの役員をもって組織する。
（総会）
第１１条　総会は、毎年●月に代表者が招集し、次に掲げる事項について決議する。但し、代表者が必要と認めるときは、臨時総会を招集することができる。
　⑴　規約の改正及び改廃
　⑵　役員の選任
　⑶　予算、決算、及び活動方針、活動計画
　⑷　その他当クラブの運営に関する事項
２　総会は、委任状も含めて招集された当クラブ会員の●分の●以上（※「３分の２以上」や「過半数」など、クラブに応じた規定をしてください。）の出席をもって成立する。
３　総会の決議は、出席者の過半数をもって行う。
（役員会）
第１２条　役員会は、必要に応じて代表者が招集し、次に掲げる事項について決議する。
　⑴　総会に付議する事項
　⑵　その他当クラブの運営に関する事項
（活動場所）
第１３条　当クラブの活動拠点は、◇◇◇◇◇（※例：◇◇中学校体育館）とする。活動場所は、認定申請書や事業計画書の活動場所と合致。

（活動日時）
第１４条　当クラブの活動日時は、以下のとおりとする。（※各クラブの活動時間を記入してください。）
　⑴　毎週火・木曜日の１８時００分から２０時００分までの２時間認定申請書や事業計画書の活動時間と合致。

　⑵　毎週土曜日の８時３０分から１１時３０分までの３時間年会費がある場合

（会費）
第１５条　当クラブの会費は、１人年会費１０，０００円、月額３，０００円とする。（※各クラブの会費金額を記入してください。）会費の金額は、認定申請書や事業計画書の参加費と合致。

２　遠征や大会参加、備品購入等に係る経費は、必要に応じ別途集金するものとする。
（傷害保険等の加入）
第１６条　活動時及び活動場所への移動時の事故等に対応するため、当クラブの活動に携わる全員が傷害保険や賠償責任保険に加入し、保険料は会員が負担する。（※スポーツだけでなく、文化芸術も傷害保険の加入が必須要件です。）会費から支払う場合は「保険料は会費をもってそれに充てる」と規定してください。

（事故の責任）
第１７条　会員は、当クラブの活動に際しては諸規定を遵守し、指導者の指示に従い自己の責任において活動する。指導が適切に行われている場合に傷害等の事故が発生しても、加入する保険の賠償の範囲内で対応するものとし、当クラブ及び指導者に対して損害賠償できないものとする。
（研修）
第１８条　当クラブの代表者及び指導者は、年間１回以上、市、県、その他団体が主催する指導者研修を受講し、安全管理、ハラスメント防止、救急救命等に関する知識や理解を深める。
（会計年度）
第１９条　当クラブの会計年度は、毎年４月１日から翌年３月３１日までとする。（※各クラブに応じた期間を規定してください。）
（個人情報の取扱い）
第２０条　当クラブの活動により知り得た個人情報は、当クラブの活動及び運営にのみ使用することとし、役員は当該個人情報を適切に管理しなければならない。
（その他）
第２１条　本規約に記載されていないことについては、クラブ代表者が総会に諮って決定する。

　　　付　則
　本規約は、令和▽▽年▽▽月▽▽日より施行する。
この認定地域クラブ活動規約（例）は、規約作成の参考になるよう例示したものです。
各認定地域クラブ活動において、必要に応じ修正をしてください。
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